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防御機構の増強は， 内耳感染防御に対し有用であることが想像される。 Biological rcsponsc 
川odifierCBR¥;1)は生体の非特異的防御機構を担うマクロファージやナチュラルキラー細胞の活性化を
起こす物質として知られているc 木研究においてはBRM投与が内耳の非特巣的防御機構を修飾する可能
性について検討した。
OK432 (ピシパニール)は低毒性溶血性連鎖球菌Su株をペニシリン条件下で熱処理した凍結乾燥粉末
であり，日RMの一種として癌治療や，免疫療法に使われているの今岡.69匹のモルモットを使用し.J[ 
円窓経由で鼓~階 lこOK432を投与，投与後経時的にその内耳を免疫組織化学， および超微細形態学的に
観察した。
その結果.OK432投与にて鼓室階に多数の好Iド球，マクロファージが出現することが判明した。特に
OK132処置初期からのマクロファージの増加は顕著であった。これらj参出細胞の数はOK432処置後 1口
をピークとして以後徐々に減少し処置後41::1以降はそれ以前と比べて有意に減少していた。 j参出マクロ
ファージは細胞表面にasialoG.¥II1抗原を表出しており，多くの異物を貧食していることから活動期にあ
るマクロファージと判断容れた。比較対照実験として用いた生理食塩水やOK432に含まれる添加物によ
る処置では内耳には変化を認めなかった。
これらの結果内耳は他臓器と同様.OK432により早期にマクロファージ渉出が誘導される器官である
こと，また，このことは内耳に感染が生じた場合，内耳はOK432によって感染経過が修飾されうる器官
であり得るとともに.BRMが内耳感染治療の一手段になり得る可能性を示唆するものである。
本論文は原因不明の内耳性難聴の予防あるいは治療に寄与する有益な研究であり，著者は博士(医学)
の学位を授与されるに偶するものと判定した。
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